
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☐会長の時間        会長 多賀 学昭 君 

皆様こんにちは。本日も

ご多用の中ご出席ありがと

うございます。 

  先週末から今週はじめ

までお寺の定例法要で忙し

かったので、きちんと準備

をする時間もないまま例会

に臨んでしまいましたが、

思いつくままお話をさせて

頂きます。 

 12月 8日は昭和１６年に真珠湾攻撃で太平洋戦争が始

まった忘れがたい日ですが、我々仏教徒にとってはお釈

迦様が菩提樹の下でお悟りを開かれた成道会（じょうど

うえ）という大切な日でもあります。考えてみると太平洋

戦争の開戦の日が、お釈迦様がお悟りを開かれた日であ

り、終戦記念日がお盆の8月15日であるというのも何か

不思議な因縁を感じずにはおれません。 

さて、実際に戦場に行って戦場で銃弾の中を走り回っ

た体験を持つ方もほとんどおられなくなりました。私の

父は大正14年生まれで戦争の後半に学徒動員で出征しま

したのでほぼ最後の世代ですが、生きていれば今99歳で

す。お寺の住職をしていると年配の方と話をする機会が

多かったのですが、戦争に行った経験のある方々が異口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人観光客とお喋りしながら記念写真を撮ったりと、

いたってのんびりした雰囲気です。そこで妻のひと言、

「ようするに、とってもゆるいのね。」そしたら地元の方

とおぼしきご主人が「そうなんだよ。」とうなずいてお 

 

 

同音におっしゃるのが「戦争。あんなものはするもんじゃ

ない。」という言葉でした。「人間が人間じゃなくなる。

昨夜まで自分と仲良く語り合い笑っていた友達が敵弾に

倒れ、目の前で無残に死んでいく姿を見ると敵兵に対す

る憎悪と怒りで腹の中が煮えくり返り、どんなことをし

ても相手を殺してやりたいという衝動に駆られる。」「人

を殺したことのない者にはこの気持ちはわからないよ。」

とも言っておられました。 

私どもの大先輩で愛知県蒲郡市のお寺で住職をしてお

られた荻野圓戒上人が、かつてこんな話をしてください

ました。この方は愛知県の荒井山（あらいやま）九品院（く

ほんいん）という大変厳しい念仏道場で小僧時代を過ご

されましたが、大学を出て女学校の先生をしておられる

時に召集されました。大学卒業だったので、准尉、少尉と

昇進し、自分の隊を率いて中支を転戦しておりましたが、

ある病院を敵が占拠していたので掃討のため出撃したと

ころ、機銃掃射を浴びて全身被弾したそうです。その時の

ことを「皆さん、大けがをして死にかかった時はもう痛み

はないですよ。身体は反応してバタついても痛覚はもう

ありません。痛いのはまだ助かる証拠。だから心配しない

でいい。死ぬのは怖くありません。」と言っておられまし

た。 

この方は奇跡的に助かって回復し、除隊になって帰郷

しましたが、あちこちで「戦局の事情を聞かせて欲しい。」

という要請があり、話に行くたびに「ああ皆さん。この戦

 

国際ロータリー第2730地区 

区 

 

高鍋ロータリークラブ 

 

会報 

 

会 長 

 
副会長 

 

幹 事 

 
例会日  毎週木曜日  12：30～13：30 

例会場   ホテル泉屋  2 F 

 
事務所  宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋1368-4 

 

         ホテル泉屋内 TEL・FAX 0983-21-1636 

 

多 賀  学 昭 

 

 

 

川 上  幸 子 

坂 田  師 通 

 

第 2324 回 令和 6 年 12 月 12 日プログラム 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『共に語り、共に栄え、共に未来への種を蒔こう』 

第2730地区ガバナー      笹 山  義 弘 

中部グループガバナー補佐    戸 高   勝 利 

RI会長テーマ   『ロータリーのマジック』 

第2730地区テーマ  

『ロータリーのマジックで、ロータリーを楽しもう』 

12月の月間テーマ  

  疾病予防と治療月間 

７．ＢＯＸ披露  

８．委員会報告 

９．年次総会 

10．クラブ協議会 

11．点   鐘  

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング 

  四つのテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内    

＊ポリオ BOX 

＊年次総会    ＊雑誌紹介 

＊クラブ協議会（半期報告） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

次週例会案内；12月19日（第2325回） 

＊米山奨学生奨学金授与＆近況報告 

 ＊クラブ協議会（半期報告） 

 ＊100万ドルランチ BOX  ＊プログラム委員会 

第 2323回 例会内容（12/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



争はいずれ日本が負けますよ。志那で『勝った勝った』と

喜んでいるが、日本軍が抑えているのは都市と道路だけ、

つまり点と線だけで、周辺の民衆は全然服従していない

から最後には負けるでしょう。」と言って歩いて「あいつ、

とんでもない奴だ。」と言われ特高に何度も引っ張られた

そうです。 

 そのせいか、再度召集されて今度は南洋の小さな島の

守備隊に配属されました。そこは比較的平穏だったので

すが、そのうち戦局が悪化して、最初は毎月一度来ていた

物資輸送船が三月に一度になり、とうとう全く来なくな

って自給自足の生活を余儀なくされました。たった一つ

のささやかな楽しみは、休憩時間に六、七人ヤシの木陰で

車座になり、乏しくなった配給の煙草を出し合い、一本ず

つ回し飲み（吸い？）することだったそうで、吸い口のな

い煙草を皆深々と吸い込んで、「最後の者は指に火が付き

そうなのを吸っていたな。」と笑っておられました。 

 ところが中には自分の煙草を他人に吸われるのが嫌で、

便所で隠れて吸っている兵がいましたが、便所と言って

もニッパ椰子の葉で囲っただけですからモクモクと煙が

上がっているのがわかります。「あいつ、また隠れて吸っ

てやがるな。」と丸わかりの訳です。 

 そしてある朝島の周りをアメリカの艦船がぐるりと取

り巻いて艦砲射撃が始まりました。狭い島の上から砲弾

が降ってくるので逃げようがありません。塹壕の中で皆

身を縮めておりましたが、中国大陸では起きなかった事

態が起きました。大陸では負け戦になれば逃げることが

出来るが、狭い島で上から砲弾が降ってくるから逃げ場

がありません。ついに精神に異常を来す兵が出て、塹壕か

ら立ち上がり、何かぶつぶつ呟きながら降り注ぐ砲弾の

中をうろついています。「危ないぞ。戻れ！」と怒鳴って

も耳に入らず、ついに被弾して吹き飛ばされたのです。 

 「いちばん最初におかしくなったのは隠れて煙草を吸

っていた兵でした。みんなで助け合っていた兵隊たちは

最後まで励ましあいながら亡くなっていきました。私は

それを見て人間はどんな生き方をするのが正しいか、理

屈抜きで解りましたよ。」との述懐でした。 

 やがて荻野上人が身を伏せていた塹壕も吹き飛ばされ、

全身に傷を負った上人は首まで土に埋もれて身動き出来

なくなりました。意識だけはあった上人は椰子の木や落

ちてくる砲弾、青空を見上げながら「南無阿弥陀仏、南無

阿弥陀仏。」と念仏していたそうですが、「只々、朗々と

して明るく、何もかもがハッキリ、ハッキリしていました。

皆さん死ぬことは全然怖くないですよ。」と強調されまし

た。結果的に荻野上人は再び助かりました。胸ポケットの

仏様の絵像を入れた手帳に爆弾の破片が食い込んで止ま

っていた。」言っておられました。 

 話は戻りますが戦争は矢張りいけませんね。 

人間である限り、話し合いで問題を解決するのが正し

い方法であり、殺し合いをして決着をつけるというのは

最も愚かな最悪の選択だと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

□幹事報告         幹事 坂田 師通 君 

＜文書案内＞ 

＊児湯准看護学校より戴灯 

式臨席のお礼状 

＊2024－25年度ガバナー主 

催ロータリー奉仕デー全 

体説明会（ZOOM）開催の件 

 日時2025年1月14日(火) 

       18:30～19：30 

  

 

 □月初めのセレモニー 

❤誕生日おめでとうございます❤ 

 

        青木君 櫻田君 藤本君 緒方君 

 

 

❤結婚記念日おめでとうございます❤ 

 

        結婚56年の野添君 

 

 

   

IM報告 児玉幸則君   IM報告＆会員卓話 

高橋康朗君 

 

 



☐ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 高橋 康朗 君 

＜ニコニコ・財団・米山BOX＞ 

【坂田師通君】高橋先生卓話を 

楽しみにしています。 

ありがとうございます。 

【藤本範行君】本日は誕生日の 

お祝いありがとうござい 

ます。今日が丁度誕生日で 

78歳になりました。 

まだまだこれからロータリーのために頑張ります。 

【青木善明君】誕生日お祝い有難うございます。これから 

も健康に留意しながら心身ともに豊かな楽しい人生 

を歩いていきたいと思います。日々の暮らしに四季 

の感動を忘れず、ニコニコ笑顔で・・・。 

【野添勝久君】結婚記念祝いのお返し。今朝散歩中、二度 

目のアオサギをレイ（鷹の名前）が又獲りました。 

【櫻田祐一郎君】川上副会長、高鍋ロータリークラブへの 

お誘いありがとうございました。おかげ様で会員の 

皆様と素敵なひと時を過ごさせていただいています。 

  引き続きよろしくお願い致します。 

 

☐出席報告      出席委員長 児玉 幸則 君 

 

 

出席状況（12/5）        

会  員  数 38名 

出 席 会 員 数 28名 

ホーム出席率 75.68％ 

修正出席率 81.08％ 

 

 

  

ソングリーダー 川上君   ピアノ演奏 森さん 

 

   
テーブルの花        本日の食事 

 

四つのテスト  

  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

「ロータリーの目的」 

  

  ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎と 

して奉仕の理念を奨励しこれを育むことにある。 

具体的には、次の各項を奨励することにある。 

  

第1.知り合いを広めることによって奉仕の機会 

  とすること。 

第2.職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事は 

  すべて価値あるものと認識し、社会に奉仕す 

  る機会としてロータリアン各自の職業を高潔 

  なものにすること。 

第3.ロータリアン一人一人が、個人として、また 

  事業および社会生活において、日々、奉仕の 

  理念を実践すること。 

第4.奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネッ 

   トワークを通じて、国際理解、親善、平和を 

  推進すること。 

  

 

 

ロータリアンの行動規範 

  

  ロータリアンが使用するために次の行動規範が採択 

  された。 

  ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

1） 個人として、また事業において、高潔さと高い倫理 

   基準をもって行動する。 

2） 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業 

   に対して尊重の念をもって接する。 

3） 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、 

   特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会や世 

   界中の人びとの生活の質を高める。 

4） ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とす 

   ような言動は避ける。 

5） ロータリーの会合、行事、および活動においてハラ 

   スメントのない環境を維持することを支援し、ハラ 

   スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報 

   告した人への報復が起こらないよう確認する 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


